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１番乗り場の
バスですよ。

○○行きの
バスですよ。

毎日利用しているバスは分かって
も、目的地が変わると分からなかった
り、案内図や時刻表が読めなかったり
する人もいます。

知的障がいのある人は「何に困っていて、
どうしたいのか」をうまく伝えられない場合
があります。まずは、「困っている内容」や
「何を支援したらよいか」を周りが理解する
ことが大切です。支援の内容や方法を尋ね
るときには答えやすいように、「はい」や「い
いえ」で答えられる質問あるいは答えを選
ぶことのできる質問で尋ねてください。
説明するときは、ゆっくり、簡単な言葉

を使って、具体的に伝えてください。言葉
だけでなく、文字や絵を描いて示したり、
ジェスチャーを使ったりするとより伝わ
りやすい場合があります。
知的障がいのある人と話すときは簡単
な言葉を使う配慮が必要ですが、それは
子どもに対する話し方をすることではあ
りません。その年齢にふさわしい態度で
接してください。

内部障がい
内部障がいとは、心臓や腎臓、呼吸器、膀胱、直腸、小腸、肝臓のいずれかの障が
い、あるいはヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）による免疫機能の障がいの総称です。身
体の中の障がいのため、外見からは病気なのか、元気なのかが分かりにくいというこ
とについて、周囲の人の理解が必要です。
一般に疲れやすく、長い時間立っていることや長い距離を歩くことが難しい状態です。 

困っていることを理解しましょう

疲れやすいので、乗り物に乗ったときは
座りたいと思うものの、周りの人には障が
いがあることが分からないので、席を譲っ
てもらえないことがあります。また、歩いて
いる途中で休める場所がほしい、少しでも

歩く距離を短くしたいと思っていますが、
休む場所がない、建物から離れた場所にし
か車を停められないということがしばしば
起こります。頻繁にトイレに行く必要のあ
る人、ベッドなどの設備が整ったトイレを
必要としている人は、外出中も自分が使え
るトイレがあるかどうかが気になります。

困っていることを理解しましょう

普段よく行く店での買い物や毎日利用し
ているバスや電車など、慣れていることやパ
ターンが決まっていることは見通しがつくの
で、困らずに行動できることが多いです。

一方、未経験なことや慣れない場所、初め
て会う人とのやりとりは、どうしてよいのか
分からなくなったり、大きな不安を感じたり
してうまく行動できないことがあります。ま
た、難しい言葉や複雑な文章、抽象的な事
柄などを理解することが苦手です。

こんなことに配慮しましょう
ヘルプマークを着けている人を見かけた
ら席を譲りましょう。また、内部障がいの
ある人だと分かったら、声をかけて気持ち
よく席を譲りましょう。
また、心臓ペースメーカーは、電磁波で
誤作動を起こす可能性があるといわれて
います。優先席付近などでは、携帯電話な
どの電源を切っておくようにしましょう。

札幌市保健福祉局
障がい保健福祉部障がい福祉課

義足や人工関節を使用している
人、内部障がいや難病の人、または
妊娠初期の人など、外見から分か
らなくても援助や配慮を必要とし
ている人たちのためのマークです。

特定非営利活動法人
ハート・プラスの会

「身体内部（心臓、呼
吸機能、じん臓、膀胱、
直腸、小腸、免疫機能）
に障害がある人」を表す
マークです。

ヘルプマーク ハート・プラスマーク

知的障がい
知的障がいとは、知的機能の障がいがおおむね18歳までに現れ、日常生活に支
障が生じているため、何らかの特別な支援を要する状態にあるものとされていま
す。知的障がいの状態は、人によってさまざまです。

乗るバスを説明する時には、「1番乗り場、○○
行き」など具体的に伝えてください。
乗り場まで一緒に行ったり、運転士さんにそ
の人の行き先や降りるバス停を伝えたりすると、
より安心してバスを利用することができます。
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